
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい授業づくりの文化をつくる  
Update-A  

「能力ベイスの授業づくり実践講座」 
 

令和６年１０月１５日実施 Update-Aプラン通信 第６号 小数 教材研究会 

―講座の目的－ 

①未知の問題場面に出会っても、解決に向けて行動できる汎用的な力

（資質・能力）を子供たちに育むため、学習指導要領に基づいた授業づく

りについて実践を通して主体的に学ぶ。 

②教師同士のネットワークを構築し、講座での学びを吹田市内で広げると

ともに、自校でのOJT に生かすことにより、学習指導要領に基づいた授

業づくりの文化を築く。 

―講座の目標― 

 

吹田市の全小中学校が学習指導要領

に基づいた授業づくりに取り組む。 

 

小数教材研究会 １０月１５日（火） ＠ 高野台小学校 

単元名：割合 
A プラン「能力ベイスの授業づくり実践講座」では、教材研究会と授業研究会を１セットとして実施しています。今回は小学校算数の教材研究会を

行いました。授業者の坂田先生より分数を用いた割合の導入を通して、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係との比べ方を考察する提

案いただきました。齊藤先生より、「変化と関係」領域の主旨をあらためて確認した後、２年生「簡単な分数」、４年生「簡単な割合」といかにつながく

か具体的な授業プランとともにご指導いただきました。この学びを基に、１月１７日（金）の授業研究会へ向けて、さらなる授業改善に挑みます。 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

How どのように学
ぶのか

子供達の学習過程は？

【知識及び技能】 

「く・も・わ」などの機械的な計算方法にとらわれずに、基準量と比

較量、二つの数量を見出す力を身に付けるとともに、感覚的なもの

から基準量のうち比較量がこれくらいだから〇％」と論理的に表現

できる力 

【思考力・判断力・表現力】 

数量の関係に着目し、 二つの数量の関係と別の二つの数量の関

係との比べ方を考察することを通して、割合で比べるよさに気づ

き、 日常場面で活かす良さを感じること 

【学びに向かう力、人間性等】 

割合を活用する良さに気づき、 これまで 学習したことを活かして

粘り強く解決しようとしている 

【本単元で学ぶ見方・考え方の解釈】 

割合の見方・考え方は小学校第 1学年から始まっている。減法の

「求差」の場面で、比較量は基準量よりいくつ多いかなどである。

また、「量の測定とは，量Ｂを基準にとるとき，他の量Ａがその何
倍に等しいかを調べ，この何倍に当たる数ｐによって量Ａの大き
さを表現すること 
である。 （算数科 CS ｐ５８）」とあるように、基準量の何倍とい
う見方がされる。このように、「変化と関係」の領域にとどまらず、

「数と計算」「測定」領域とも横断的に作用しあっている。 特に分

数は「〇個中〇個」などと 児童が 割合の見方を自然とできるも

のであると考える。 これまで身に着けてきた見方・考え方を発揮

できるように工夫した教材提示を行っていきたい。 

単
元
の
柱
と
な
る
問
い

「
割
合
で
比
べ
る
良
さ
と
は
何
だ
ろ
う
」 

時 学習活動 見方・考え方 

１ 

２ 
小数で表せ

る割合 

基準量をそろえれば比較することができるぞ。

（分数） 

基準量の何倍かを考えることで比較できるぞ。

（小数） 

比例と似ているな 。 
２ 

４ 
百分率・歩合 

 

百分率は基準を１００に、歩合は１０に

そろえることで比べているということ

を、統合的に考えることができ 

ている。 

５ 

６ 

７ 

百分率を使っ

て割合や比較

量、基準量を判

断する 

求めるものは違うけど、結局は同じ関係

だな。 

比較量が基準量の何倍に当たるかという

考えを使えばどんな問題もできるな。 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

百分率を 

日常に生かす 

１＋割合 

１―割合など 

３０％と３０％引きではどう違うのか

な。 

実際の買い物でも割合の考えを使ってみ

たいな 

 

講  師   

NPO法人  

エデュ・ネットワーク・プラン 代表理事 

    齊 藤  一 弥 氏 
横浜市公立学校教諭、横浜市教育委員会勤務、横

浜市立小学校校長、島根県立大学教授を経て、現

職。 

現行学習指導要領の作成に関わるとともに、高知

県において学力向上総括専門官、教育課程推進専

門官として授業改革に取組み、成果を上げてい

る。 

齊藤先生のお話は、裏面へ 

授業づくりのプロセス 

 

 

 

単元を創る 
・育成すべき資質・能力を明確にする 
・見方・考え方の成長をイメージする 

本時を創る 
・目指すゴールに対応した問い 
・教科ならではの学習過程（プロセス） 
・見方・考え方を伸長させる明示的指導 

授業づくりにおいて大切にしたいこと 

 

 

子供が切実性・必然性の 
ある問いを持つ 

教師が学習過程（プロセス） 
も能力であると捉える 

子供が自分自身の 
成長を実感する 

学習指導要領に基づいて 

授業者の提案 

【単元終了時の目指す子供の具体的な姿】二つの数量関係と別の二つの数量関係とを比べる問題場面に出会った際に感覚的に表現するのではなく「 A は基準量に対し比較量が 

これだけだから割合○○であるから A のほうが良い」などと、道筋立てて表現し根拠を持って課題を解決できる姿。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ “その２”簡単な割合といかにつなぐか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 簡単な割合（CS ｐ２１７） 

１ “変化と関係”領域の主旨 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者の感想 

齊藤先生より 算数科の目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 

Whyなぜ学ぶのか
子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか
子供達の学習対象は？

How どのように
学ぶのか

子供達の学習過程は？

２ なぜ割合が難しいのか？ “その１” 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

変化（Change） 

伴って変わる２量の変化や対応の

特徴を考察 

【具体例】 

4 年 「変わり方」 

→基本的に和差積商一定 

6年 「比例」 

→商が一定 

関係（Relationship） 

ある２つの数量の関係ともう１つ

の２つの数量の関係の比較 

【具体例】 

4 年 「簡単な割合」 

5 年 「割合」「単位量」 

6 年 「比」 

包含除 
 

「１２このあめを３こずつに分ける

と何人に分けられますか。」 

 

式：１２÷３＝４ 

答え：４人 

 

この「４」とは「４倍」のこと。 

包含除は「倍」を求める計算。 

簡単な割合も、割合も、比もすべ

て「倍」を求めている。 

等分除 
 

「１２このあめを４人で分ける１人

分はいくつですか。」 

 

式：１２÷４＝３ 

答え：１人分は３こ 

 

等分除は、単位量を求めている。 

PISA〈OECD生徒の学習到達度調査〉  ４つの数学的リテラシーの一つ 

Change ＆ Relationship 
２年生 簡単な分数（CS p107） 

３×４＝１２ 

１つ分の

大きさ：B 

いくつ分 

（倍）：ｐ 

全体の大

きさ：Ａ 

５年生 （CS ｐ２３９） 

０ 

０ 

（こ） 

１ ４ ２ 

１２ 

３ （割合:ｐ） 

３ 

基準量：B 比較量：A 

「計算」で終わるのでなく「言い換え」を行うことが重要 

３の ４倍は １２  … 式３×４＝１２      乗 法（比較量） 

１２は ３の ４倍  … （式１２÷３＝４） ※計算は３年包含除（割 合） 

ある数の ４倍は １２  … 式□×４＝１２ 

１２の １/４は ３  … （式１２÷４＝３）    等分除（基準量） 

２年生に簡単な分数が入っている意図 

４倍 ⇄ １/４  倍の裏側の表現ができるようにしたい。 
 

割合は2，3

年の学びが

重要 

30ｃｍの包帯。この包帯を伸ばすと６０ｃｍ。 

もとの長さを１とすると、割合は２となる。 

式 ６０÷３０＝２ 

０ 

０ 

（㎝） 

２ １ 

６０ 

（割合:ｐ） 

３０ 

基準量：B 比較量：A 

５年生 割合 

６０ｃｍに伸びていた包帯。 

この包帯がもどると３０ｃｍ。 

のびた長さを１とすると、割合は０．５となる。 

式 ３０÷６０＝０．５ 

０ 

０ 

（㎝） 

１ ０．５ 

６０ 

（割合:ｐ） 

３０ 

基準量：B 比較量：A 

子
ど
も
が
難
し
い
と
思
う
の
は
、
子
ど
も
の
経
験
が
繋
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
今
ま
で

や
っ
た
も
の
と
、
何
が
ど
う
繋
が
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
整
理
を
し
な
い
限
り
、
一
時
間
の
教

材
を
や
わ
ら
か
く
し
た
り
、
そ
の
時
間
が
楽
し
か
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
本
質
的
な
改
善
に
は
繋
が

ら
な
い
。
問
題
は
、
四
年
の
簡
単
な
割
合
と
の
つ
な
ぎ
に
あ
る
。 

四
年
の
学
び
と
つ
な
ぐ 

比
の
三
用
法 

二
年
の
学
び
と
つ
な
ぐ 

●授業において、今までやってきたこととどうつな

がっているのかを子供が気付ける手だて（きっか

け）をつくっていくことが大切だと知ったととも

に、それは今後の課題だなと思いました。また、中

学校へとつながる学びというのは高学年ではな

く、低学年（２年生からでも）すべてがつながってい

るということで、自分の授業を見直していきたい

と思いました。１時間 1 時間楽しいだけではいけな

いということ、「つながり」を大切に授業を創って

いきたいと思います。（小学校教諭） 

 

●「子どもが難しいと感じるのは、学習経験がつな

がっていないから…」ものすごく納得できました。

子どもたちの目線に立って、分かりやすい目標を

設定することが大事だと感じました。子どもたちが

学んできた前後を見て授業づくりを進めていくべ

きだと学びました。もっと自分の授業に取り入れて

いきたいです。（中学校教諭） 


